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論文審査の要旨（400 字以内） 

 

ベーチェット病(BD)の腸管病変に対する抗 TNF-α抗体製剤による中期的な

治療成績の報告はあるが、長期的な報告はない。 

本研究では、観察期間が平均 257.2±132.1週と長期間における BDの腸管病

変における抗 TNF-α製剤の維持治療継続率と PSL の使用量の推移などを評価

している。その結果、17例中、寛解導入後に 3例が中止、1例が二次無効と判

断され、カプランマイヤー法にて評価した累積継続率は 2 年で 94%、4 年で

87%、6 年で 72%であった。寛解維持療法群 13 例のうち 69%が PSL を離脱し、

31%が減量し、抗 TNF-α抗体製剤開始前後の平均 PSL使用量は導入前の 13.42

±2.16mg/日から観察終了時の 0.92±2.47mg/日と有意な減少を認めた。BDの

腸管病変に対する抗 TNF-α抗体製剤の維持治療は長期的にも有効であること

を示す研究であり、臨床的に意義のある研究と考える。 
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